










私の魔法使いさん







「ふぅ……こんなものかしら」

　私は息を吐き、古い魔法書を閉じた。

午前中、多忙な父、ワルター・ハワード公爵に代わって貴族達との会合に出て、その後、午後はずっと本を読んでいたし、少し根を詰め過ぎたかもしれない。

　夕日が差し込む自室の窓の外を見やる。

　遠方には夏でも雪を被っている北の山々。懐かしい故郷の風景だ。

　私は机の上に開いておいたノートへ視線を落とす。

　そこには優しい魔法使いさんが、私の為に書いてくれた一言が記されていた。

『いいですか、ステラ？　このノートに書いたのは、あくまでも試製魔法です。すぐ出来るようにならなくても構いません。あまり頑張り過ぎないように！』

　──無理です、そんなの。

　だって、貴方に、アレン様に褒められたいですし！　

　今、東都で療養されている魔法使いさんは、私がこのノートの魔法を使えるようになったら、きっと驚いて──

『困った生徒会長様ですね。でも──よく、頑張りました』

　想像しただけで頬が火照り、身体が左右に動いてしまう。

　やっぱり王都で再会する時までに、新しい魔法を使えるようになりたい！

　夕食までにはまだ時間があるだろうし、もう少し頑張って──ノックの音。

　私は、どきりとしながらも、平静を装い答える。

「どうぞ」

「し、失礼します」

「あら？　エリー。おかえりなさい。どうかしたの？」

　扉を開け部屋へ入って来たのは、メイドの少女。

　私の妹であるティナの専属メイドで、もう一人の妹的存在のエリーだった。

　今日はティナと二人で外出していた筈なのだけれど……。

　エリーは部屋の中を見渡しながら、何故か困った様子。

「あぅあぅ……ここにもいません。て、てっきりステラ御嬢様の御部屋にいらっしゃると思ったのに……」

　再度、名前を呼んで尋ねる。

「エリー、何かあったの？」

「は、はひっ！　え、えっと……テ、ティナ御嬢様が何処にもいらっしゃらなくて……。外出先から帰ってきて、さ、さっきまで御部屋に一緒にいたんですけど、私が少しだけ席を外して戻ったら……」

「いなくなっていたの？」

「はい……魔力を探っても、居場所が分からなくて……」

　エリーは俯いた。私も屋敷内の魔力を探る。

　……確かに分からない。

　私はノートを閉じ立ち上がり、もう一人の妹の傍へ。

「なら、手分けして探しましょう。屋敷の敷地から出たのなら警戒魔法ですぐに分かるし、心配はいらないと思うけど──夕食までには見つけないと、一緒に食べられないものね」

「！　ス、ステラ御嬢様ぁ」

　エリーが瞳を潤ませ抱き着いてきた。

　私は優しく頭を撫でながら、考える。

　──あの子が行きそうな場所はきっと。




　エリーと別々の場所を捜索することにした私は書庫へとやって来た。

　──扉が開いている。どうやら当たりのようだ。

　ティナは小さい頃から難しい本が好きで、時折、こうして書庫に忍び込んでいた。

　エリーも勿論、そのことは知っているけれど、突然、此処に来るとは思わなかったのだろう。

　魔力が探知出来なかった理由は分からないのだけど……私が静かに扉を開けると、書庫内にはひんやりとした冷気が漂っていた。

　しかも、それだけでなく──

「氷華？」

　書庫内を無数の氷の華が舞っていた。

ティナの魔力を遮断していたのはこれらのせい？

　……でも、ティナはこんな魔法は使えなかった筈だけれど。

　疑問を感じながら書庫の奥へ。




　──いた。




「ティ──……」

　声をかけようとし、止まる。

　私の妹であるティナ・ハワードは、天窓の下に置かれた椅子に座り、一心不乱に分厚い本を読んでいた。外出したままの恰好だけれど、上着は着ていない。

　普段の幼さを感じさせる表情とは異なり、真剣そのもの。前髪も、ぴん！　と立っている。

　指が頁を捲る度、氷華が周囲を舞う。無意識に魔力が漏れているらしい。

　……なんて綺麗。

　少しだけ嫉妬で胸が、ちくりとする。

　でも──アレン様の優しい御顔を思い出す。

　私は妹の名前を呼ぶ。

「ティナ！」

「！　お、御姉さ、くしゅん！　さ、寒いです。ど、どうして、こんなに寒いんですか？？」

　ティナが私に気づくと可愛いくしゃみをした。周囲の氷華を見渡し不思議そうな顔。

　私はくすりと笑うと、ティナに近づき頭をぽかり。

「はぅ！」

「こら！　勝手にいなくなっちゃ駄目でしょう？　エリーが探していたわよ？」

「だ、だってぇ……上着を脱いでいる時に、先生が前に言っていた魔法を思い出して、それで、その……」

　ティナはあたふた。氷華も消え、さっきまでの様子は霧散。

　

　──この子は凄い。

　

　才能だけなら私は、妹に到底敵わないだろう。

　でも──ティナの手を握り立たせる。

「さ、まずは着替えないとね。その間、私はアレン様の魔法の練習をしているから♪」

「お、御姉様、そ、それはちょっと意地悪ですっ！　最近、先生に似てきましたよ？」

　私は微笑む。

「それは、私にとって最大の誉め言葉ね」

　そう。今の私は一人じゃない。

　私を導いてくれる優しい魔法使いさんが──アレン様がいる。

　あの御方がいる限り、私はもう大丈夫！　嫉妬に捕らわれたりしない！　

　むくれる可愛い妹と、書庫へともの凄い早さで近づいて来るもう一人の妹の魔力を感じながら、私は温かい気持ちに包まれるのだった。












item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙













Guide





		表紙













item/image/cover.jpg
BOOK%WALKERKE%
¥y <%$§3F5Lva—l~xl~—')—

‘






item/image/i001.jpg
(BB A %]
A EBTOREHRES FTROKE & EEHEHEL
BOOK*WALKEREREEZEETAL Y3 — X b—1)—

202063198 %17

=& tHYUL
il 1F BRI o vr—h—
T102-0071

RRHBFABEXAERI-
EEEYT S FEILSF

JaFai—X KX =4 KADOKAWA
T7UA DT XERER

©Riku Nanano, cura 2020
FEROLE /I —HE M TEN, HH. BIE, i

THRE., UAEAFEETIELRLLET. KERFAE
HIERTEFELA,

R—LA—SEICENT AL EFILLET, o, RMERONE EME
:;&D{L fEWERAIZEY . B RECHADIDLTREREE=EICRET

J7UARF7XE  https://fantasiabunko. jp/
BOOKxWALKER https://bookwalker. jp/
XL KADOKAWA  https://www. kadokawa. co. jp/





